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協 育 N E W S

会員のみなさんへ

川島 久美子 先生　

子どもと本を結ぶあなたへ

会報誌第13号
2014年12月25日発行
発行：NPO法人 大分県「協育」アドバイザーネット

 「こんにちは」と今日も何人もの児童生徒が相談室を訪れて来る。友達との関係をうまく築けない、自分に自信がない、登校でき
ない等々、その悩みを聞く度に未来が明るいものでありますようにと願う。
 大人社会を反映して、子どもの社会も人間関係が稀薄でストレスの多い現代、子ども達に自尊感情、自己肯定感や人と関わる力（
人間関係力・社会力）を育てることが課題だと感じている。認めて褒めてくれる人が子どもの心に宿ると、自分を信じてがんばれる、
反社会的行動への一歩を踏み止まれると思う。多くの体験を通して、認められ、褒められることで自分の良さに気づき、自己肯定感、
自尊感情が育っていく、そして関わった大人が子どもの心に宿る人になるだろう。
 今、「協育」ネットワークの会員さん達が各々の活動を通して、優しい眼差しを注ぎ、子ども自身への応援団として支援に関わってお
られることは意義深いことだと敬服してやまない。

子どもの応援団に 副理事長　梅野 悦子

                            １０月２６日、大分大学高等教育開発センター主催「協育」アドバイザーネット共催の講演会を開催しま
　　　　　　　　　　　　　 した。これは「協育」ネットワーク推進事業の一環で、学生の教養としての学びを深めるとともに「読み
                           聞かせ」などの読書支援ボランティアについての意識の醸成を目的としたものです。２回目となる今
                           回は、福岡県から川島久美子氏においでいただきました。福岡県立図書館の勤務を経て久留米大学非
　　　　　　　　　　　　　 常勤講師、大野城まどかぴあ図書館長などを歴任され、現在も読書支援に関する活動でご活躍中です。
                           Ⅰ部は、御友人である童話作家「あまんきみこ」氏とその作品についてお話をいただきました。昨年の
                           講演者であるあまん氏をもっと深く知りたいと申し込まれたかたも多く「あまんさんの人間性を通し
                           て彼女の本の魅力を感じ、もっといろいろ読みたいと思いました」「作家の背景を知りたくなりました」
                           などの感想をいただいています。Ⅱ部では、秋田弁による「やまんばのにしき」の語りをしてください
ました。「先生の語りを聞いて、話の世界に引き込まれ、とても癒されました」などの感想をいただいています。「絵本化された昔話」の
お話などから『選書』の大切さを再確認された方も多かったようです。また、川島氏の優しく心地よいお声と素敵な笑顔に感銘を受け
た方も多く「子どもたちの前で、先生のような暖かい笑顔と穏やかな声で話せるようになりたいです」など、子どもの前に立つ者とし
ての姿勢を見せて頂けたというご意見もたくさんいただいています。

                                                                               

この２度の講演会から「読書支援ネットワーク」が生まれました。第１回は、１１月３０日に終了しました。次回は、来年３月２９日を予定してい
ます。興味のある方は協育ネットまでお問い合わせください。お待ちしています。　（佐藤 真由美）

大人のためのちょっといい時間！

人と本を結ぶ読書支援プロジェクト

（講演会の様子）

午後からの交流会の前半では、川

島氏に参加者からの質問に答えて

いただいたり、子どもと本に関わる

人たちの想いを受け止めていただ

いたりしました。 後半では、班ごと

に分かれての意見交換をしました。

交流会ではファシリテーターを引き受けて

くれた学生の皆さん。

基礎講座から参加の学生さんは「将来子ど

もが生まれた時、子どもと一緒に本と関わ

りたいと思いました」という想いを語って

くれました。    

（交流会の様子） （大分大学結いのメンバー）

　小学校5年生の米作り体験の支援をして８年になる。今年も元気な5年生と一緒に勉強した。春には米作りの概要を説明し、田植え、
田の草取り＆自然観察、秋の稲刈り（今年は雨のため田んぼの観察会）、収穫祭と７ヶ月間の楽しい期間を過ごすことができた。毎回
びっくりするような質問やアイディアが飛び出してくる子どもたちに接し、ありがたいことに農家としてのスキルも上がっていく。田の
草取りでは、タイコウチのコドモをたくさん見つけたりと子どもの観察力には脱帽である。収穫祭には保護者と地域の方が一緒になっ
て調理や餅つきをする。家庭・学校・地域が一体となるのである。｢今年の保護者も、ようしちくるるなぇ～」「あんし（あの人）は○○さ
んとこんし（人）じゃな～」「まだまだ、若ぇもんには負けられんで！」等々、かっせ隊の方々も毎年楽しんでくれている。このような取り
組みが継続して続けられることに感謝するとともに、成長した子どもたちが後を引き継いでくれることを願いつつ、さあ来年の準備
をしようか。

学校支援に参加して 副理事長　八川 徹

※ この事業を一冊の冊子にまとめて来年の2月頃に発行予定です。数に限りがございますが、興味のある方は大分大学高等教育開発
 　センターまでお問い合わせください。（協育ネット 事務局）



会員さんの活動紹介　　

広報部よりお知らせ

事務局よりお知らせ

馬場 義之さん（4期生）

○協育見本市・第８回地域発「活力・発展・安心」デザイン実践交流会の事例発表者募集と参加者募集のお知らせ

  ８回目となる交流会は、教育の協働を中心とした実践事例を持ち寄って手弁当でもって開催しています。事例発表者の素晴らしい活

  動に触れ，今後の活動に活かしましょう。会員の方の事例発表も募集します。詳細は，事務局までにご連絡ください。

  期日：２０１５年２月２８日(土)  会場：国東市安岐町「梅園の里」

○大分大学高等教育開発センター「『協育』アドバイザー養成講座」【中級編】」 

  ６期生「協育アドバイザー専門研修」開催のご案内、コーディネート能力とキャリア教育や体験活動に関するプログラム企画力を養成

　し，提案，実践するためのスキルの向上を図ることを目的に開催します。大分大学で学生になった気分で，一緒に学びましょう。

　期日：２０１５年３月１４日(土)～15日(日)　会場：大分大学　　受講料は無料!!!

○会員の情報提供(調査票)では，お手紙まで添えての返信をいただき感謝申し上げます。

　いただいた情報は一旦整理し，当団体の体制整備と情報発信に活かして参ります。ご協力いただき本当にありがとうございました。

　※提出されていない方は，返信用封筒で投函していただきますようお願いいたします。　（事務局 安達）

 この日お邪魔したのは、久留米市子育て交流プラザくるるん。４期生の馬場義之さんの活動を取材させていただきました。同じく４期
生の翁昌史さんは、別の行事でお会いできませんでしたが、お二人が展開している「パパラフネットくるめ」について、たくさんお話を
伺ってきましたので、ご紹介いたします。

「パパラフネットくるめ」は、「小さな子どもを持つ父親たちの居場所をつくりたい」という思いから出発し、
主に０～３歳のパパたちが抱える、日頃の子育ての不安や悩みを相談したり情報交換したりしあえる交流の
場を提供しています。パパならではの相談事が話せる場として、新米パパやプレパパも気負わずラフに参
加できる交流の場として、座談会を開催しています。いろんな曜日や時間帯で試行錯誤した結果、２０１２年１
月より毎月第４日曜日の１１：００～１２：３０で定例開催しているそうです。

「パパラフネットくるめ」 代表世話人

この日の座談会では、 男性用トイレにおむつ替え用の台が設置されている施設
はどこか、その情報を子育てマップに掲載できないかといった、パパならではの
情報や、保育園選び、かかりつけ医についてなど、多岐にわたる情報交換がされ
ていました。座談会のほかには、 パパの趣味や特技でできることをワークショッ
プで子どもたちと一緒に楽しんだり、セミナーや講演などもされたりと、たくさん
のパパさんが活躍されているようです。

これからも、お父さんの繋がりを一人でも多くつなげたい、大分のパパ情報もた
くさん知りたいし、大分‐久留米間の双方向の情報交換をたくさんしていきたいの
で、「協育」ネットがハブとなってつないでほしいという、ありがたいお話をいただ
きました。

協育ネットとしてとても重要な役割と思っている、「つながる・つなげる」をこれまで以上に推進しなくては
と、襟を正した取材となりました。（園部秀靖・山本美咲)

（取材の様子）

（子育て支援施設くるるん）

（月１の交流会の様子）

（情報交換の場です）

子育て交流プラザくるるん

http://www.city.kurume.fukuoka.jp/1050kurashi/2040kosodate/3030kururun/

パパラフネットくるめFBページ

https://www.facebook.com/Papa.Rough.Network.KURUME

最新の情報は
こちらから！　

協育ネット会員のみなさんこんにちわ～　ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネットの理事会って何しよんの？って思いませんか？
そんな疑問に今回はお答えしま～す！さて、理事会は二か月に一回ペースで開催しております。その内容は？事務局・広報・企画とい
ろんな役割分担の中熱～く話し合います。各々会員の皆さんの活動のフォローやコーディネートはもとより、会員同士の協働のお手伝
いも！2月～3月は法人の総会に向けての作業も出てきますね。そんな中先日12月の理事会は？
１ NPO法人大分県協育アドバイザーネット事業について
　 平成26年度各担当理事の事業実施状況と予算執行状況の報告
２ 会員調査について
　 皆さんが返信して頂いた情報を元により良い情報発信ツールを模索
　 (返信がまだの方は急いで返信願います)

３ 会報について
   総会に向けての誌面内容の選定・組み換えや取材先の選考！
４ 大学高等教育開発センター事業について
　 「協育」見本市2015　平成27年度第8回地域発『活力・発展・安心』 
   デザイン実践交流会デザイン会議の開催 2月28日～3月1日（土日）開催決定！
こんな感じで話し合いを進行していきました。こちらで決まった事はいち早く会員の皆様にも情報発信して行きます。
来年は1月早々に佐伯市で 子どもの発達の困りなどの相談活動や体験型公演を実施している ころころHappy　足利悦子さんの元へ
取材が決まりました。この様子は次回の会報誌を楽しみにお待ちください。広報部では皆さんの活動・イベント報告もお待ちしておりま
す。ぜひお知らせください。（上原 政道） 

（理事会の様子）
（会議資料）
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